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五
つ
の
基
本
目
標
を

 

設
定

　
市
で
は
先
人
が
培
っ
て
き
た
環

境
の
営
み
に
敬
意
を
払
い
、
澄
ん

だ
空
気
と
清
ら
か
な
水
辺
（
青
）、

豊
か
な
森
林
や
暮
ら
し
と
共
に
築

か
れ
た
里
山･

田
園
（
緑
）、
暮

ら
し
に
潤
い
と
安
ら
ぎ･

活
力
を

も
た
ら
す
自
然
の
恵
み
（
太
陽
）、

郷
土
に
根
差
し
た
人
々
の
活
動

（
土
）
を
生
か
し
た
環
境
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
国
は
平
成
２４
年
４
月
に
第
４
次

環
境
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し
、

環
境
行
政
の
基
本
的
な
理
念
で
あ

る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
つ

い
て
、
自
然
共
生
、
資
源
循
環
、

低
炭
素
を
統
合
的
に
達
成
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
基
盤
と
し
て
安
全

安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
け

る
環
境
の
強
み
と
今
後
の
課
題
を

整
理
し
、
次
の
五
つ
の
基
本
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

❶
恵
み
豊
か
な
郷
土
の
自
然
を
守

り
共
生
す
る
（
自
然
共
生
）

❷
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社

会
を
構
築
す
る
（
資
源
循
環
）

❸
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
暮
ら

し
を
実
践
す
る
（
低
炭
素
）

❹
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え

る
基
盤
を
充
実
す
る（
安
全
安
心
）

❺
持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
る
仕
組

み
づ
く
り･

人
づ
く
り
を
進
め
る

基
本
目
標
に
基
づ
く
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
第
２
次
恵
那
市
環
境
基
本
計
画

は
、
青
と
緑
と
太
陽
と
土
を
生
か

し
、
基
本
目
標
に
基
づ
く
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
考
え
方
を
示
す
第
２
次
総
合
計

画
の
理
念
や
将
来
像
を
環
境
面
か

ら
実
現
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
然
共
生
で
は
、
豊
か
な
森
林

や
農
地
、
多
様
な
水
辺
の
保
全
を

図
り
、
人
と
生
き
物
が
共
生
で
き

環境基本計画

青
と
緑
と
太
陽
と
土
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
る

■
計
画
の
策
定
に
意
見
を

　
本
市
で
は
、
豊
か
な
森
林
や
河
川
な
ど
多
く
の
自
然
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
先
人
た
ち
の
順
応
し
た
暮

ら
し
に
よ
っ
て
、
今
日
の
環
境
が
私
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
地
球
温
暖
化
の
進
行
、
資
源
の
枯
渇
、
生
物
多
様
性
の
損
失
な
ど
、
人
類
の
生
存
基
盤
に
関
わ
る

環
境
問
題
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
社
会
保
障
費
の
増

大
や
財
政
赤
字
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
縮
小
な
ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
２
次
恵
那
市
環
境
基
本
計
画
は
、
こ
う
し
た
時
代
や
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
環
境
を
保
全･

創
出
す
る
と
と
も
に
、次
世
代
へ
と
継
承
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、持
続
可
能
な
ま
ち
を
築
い
て
い
く
た
め
、

基
本
理
念
や
将
来
像
、基
本
目
標
を
設
定
し
、そ
の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
施
策
を
明
示
す
る
も
の
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
志
２
６
ー
２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

る
環
境
を
創
造
し
ま
す
。

　
資
源
循
環
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
の
有
効
活
用
、
ご
み
の

適
正
排
出
に
関
す
る
市
民
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
低
炭
素
で
は
、
家
庭･

事
業
所

に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

推
進
し
ま
す
。

　
安
全
安
心
で
は
、
生
活
公
害
の

継
続
的
な
監
視
な
ど
に
よ
る
安
全

な
暮
ら
し
の
確
保
、
市
独
自
の
良

好
な
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　
そ
し
て
地
域
に
お
け
る
環
境
保

全
活
動
や
環
境
学
習
の
担
い
手
づ

く
り
、
広
域
的
な
視
点
で
の
連
携

･

協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

重
点
的
に
取
り
組
む

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
市
の
環
境
の
現
状
を
踏
ま
え

た
独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
、
基

本
目
標
の
枠
を
越
え
た
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
、
多
く

の
関
係
主
体
と
の
連
携･

協
働
に

よ
る
取
り
組
み
の
視
点
に
基
づ

き
、
中
間
見
直
し
ま
で
の
５
年
間

に
お
け
る
重
点
事
業
と
し
て
「
え

な
の
大
地
の
恵
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
え
な
環
境
マ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
え
な
環
境
リ
ー
ダ
ー
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
定
し
、

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計画（案）へ意見を

　市では、市民の意見を計画に反映させるた
め、第 2次恵那市環境基本計画（案）につい
ての意見を募集します。
　計画（案）は、市役所内の環境課と情報公
開コーナー、各振興事務所、市中央図書館
で閲覧できます。市ウェブサイト（http://
www.city.ena.lg.jp）にも掲載しています。
□提出方法　表題を「環境基本計画」とし、郵
便かファクス、電子メールで❶氏名❷住所❸
連絡先－を明記の上、お寄せください。
□締め切り　３月１日㈫
□提出先　〒５０９-７２９２（住所不要）水道環境
部環境課　思２６-２１２９
死 kankyouseisaku@city.ena.lg.jp
□問い合わせ　環境課志２６-２１１１（内線１１３）

パブリック
コメント

▲えな環境フェア２０１５＝市民会館

将来像と基本理念

基本目標と基本方針

～青と緑と太陽と土を生かし、持続可能なまちを創る～

基本目標１　恵み豊かな郷土の自然を守り共生する
基本方針❶　森林環境の維持 ･活用
基本方針❷　水辺環境の保全
基本方針❸　農地環境 ･農地景観の保全
基本方針❹　生物多様性の保全

重点事業

重点事業１
えなの大地の恵み
プロジェクト
◆地産地消の推進
◆農林業体験の推進
◆グリーンツーリズムの企
　画 ･開催

重点事業２
えな環境マップ
プロジェクト
◆クリーンマップの作成
◆生き物マップの作成
◆地域環境のＰＲ

重点事業３
えな環境リーダー育成
プロジェクト
◆環境教育・環境学習のプ
　ログラム化
◆えな環境リーダーの養成
◆えな環境リーダーの活用

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

環
境
計
画

基本目標２　環境負荷の少ない循環型社会を構築する
基本方針❶　ごみの減量と再資源化の推進
基本方針❷　適正なごみ処理 ･処分体制の構築
基本方針❸　地域美化活動の推進

基本目標３　地球温暖化に対応した暮らしを実践する
基本方針❶　省エネルギー行動の推進
基本方針❷　建物 ･設備などの省エネルギー化、再生可能エネル
　　　　　　ギー導入促進
基本方針❸　低炭素なまちづくりの推進

基本目標４　安全で快適な暮らしを支える基盤を充実する
基本方針❶　防災 ･減災対策の推進
基本方針❷　公害対策の推進
基本方針❸　恵那らしさの維持 ･活用

基本目標５　持続可能なまちを創る仕組みづくり ･人づく
　　　　　　りを進める
基本方針❶　環境教育 ･環境学習の推進
基本方針❷　地域による環境保全活動の推進
基本方針❸　広域的な連携 ･協働による取り組みの推進


